
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右：不登校や高校中退者を支援するため「精華学園高等学校」を開校 
県内の不登校児童生徒は約 1800 人、高校中退は年間約 700 人です。しかし近年、理容、美

容、調理師などの受験資格は、高校卒業が条件となっており、「最後の砦」との思いから県

内初となる広域通信制・単位制の精華学園高等学校（江藤修三校長）を開校しました。 

子どもたちが夢を実現するための手助けになればと願っています。 
 

下：山口大学大学院より災害対策分野での博士号（工学）を取得 
平成 11年、台風 18号で宇部市の沿岸部が高潮による甚大な被害を受けたのを機に、災害
対策について学ぶために、平成 12年、山口大学大学院に入学しました。 
微力ながら「安心･安全を守る」という使命感を持って災害対策に取組んで参ります。 


